
北海道大学病院薬剤部概要 

Department of Pharmacy, Hokkaido University Hospital Outline 

資格・専門認定者数一覧 

博士号取得者         11名 

社会人博士課程        ４名 

【日本医療薬学会】 

  指導薬剤師     4名 

  専門薬剤師      7名 

  がん専門薬剤師     4名 

  がん指導薬剤師     2名 

【日本病院薬剤師会】 

  感染制御専門薬剤師    2名 

  精神科薬物療法認定薬剤師  1名 

  妊婦・授乳婦専門薬剤師   1名 

  HIV感染症薬物療法認定薬剤師 １名 

【学会等認定制度】 

  ICD制度協議会 インフェクションコントロールドクター(ICD)  1名 

  日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師     2名 

  日本臨床栄養代謝学会 栄養サポートチーム専門療法士  3名 

  日本糖尿病療養指導士認定機構 日本糖尿病療養指導士  2名 

  日本医療情報学会 医療情報技師      3名 

  日本医薬品情報学会 医薬品情報専門薬剤師    1名 

  日本アンチ・ドーピング機構 公認スポーツファーマシスト   2名 

  日本在宅薬学会 漢方薬認定ディレクター           1名 

  日本緩和医療薬学会 緩和薬物療法認定薬剤師      2名 

    日本緩和医療薬学会 緩和医療暫定指導薬剤師      1名 



病院概要 

病床数       924床 

医科診療科数    31科 

歯科診療科数    12科 

全職員数     2822人 

薬剤師数      78人 

病院機能評価3rdG：Ver.2.0 認定 

ISO15189認証取得 

外国人患者受入れ医療機関認証制度認証 

エイズ診療拠点病院認定 

災害拠点病院(地域災害医療センター)  

がん診療連携拠点病院 

肝疾患診療連携拠点病院 

小児がん拠点病院指定 

造血幹細胞移植推進拠点病院 

原子力災害拠点病院 

臨床研究中核病院 

がんゲノム医療中核拠点病院指定 

外部評価・施設認定 

新人教育 

メンター制 

 メンター(人間的に信頼・尊敬でき、公私と
もに安心して相談できる人・助言者 )と定期
的な面談を行い、共に考え、学んでいきま
す。 

新人セミナー 

 新人向けに腎機能の評価や医療安全など基
本的な知識を習得するセミナーを開催して
います。 

研鑽支援 

 日本病院薬剤師会e-learning受講料を支給す
ることで新人のうちから視野を広げるお手
伝いをしています。 

ツール 

 パソコン、メールアドレス貸与 

オンラインジャーナル・蔵書多数 

福利厚生 

 超過勤務(残業)平均時間 22.1 ± 8.7時間/月（2023年度実績） 

 業務は効率よく終わらせて研究、自己研鑽、プライベートの充実
など自分のコントロールできる時間を持つことができます。 

 部員全員がリフレッシュ休暇3日、年次有給休暇5日以上を取得してい
ます。 

新人業務習得ローテーション 

 入職時からカリキュラムに沿って部署配置します。1年半でバラン
ス良くセントラル業務の修得を終え、病棟業務を開始します。基礎
をしっかりと学んだうえで専門・認定資格取得に必要な要件を早期
に満たすことが可能になります。 

ローテーション一例 

産休・育休取得実績複数あり 

映画館、全国宿泊施設等の優待 

文科省共済組合福利厚生サービス 

人間ドック助成 

ワークライフバランス 

 薬剤師は、医薬品に関する情報の収集・提供、調剤や製剤による医薬品の提供と品質管理、病棟活動やチーム医
療への参画、治験や臨床研究などのさまざまな業務や活動に関わっています。したがって、薬剤師には最新の治療
および薬物療法に関する知識や技能に加え、その質の向上に寄与できる人材となるための努力や教育も必要です。 
 北海道大学病院薬剤部では、「安心・安全な薬物療法の提供」、「向上心を持つ薬剤師の育成」、「医療チーム
の一員としての役割を担う」を目標に、薬剤師が患者さんお一人おひとりの薬物治療に積極的に関わることができ
る環境づくりと業務改革を進めてきました。また、次代を担う薬剤師を育成するための教育や自己研鑽の機会を設
けるように取り組んできました。  
 今後も研鑽を重ね、他職種の医療スタッフとも連携を取りながら、薬の専門家として医療に貢献していきたいと
思っています。 

北海道大学病院 教授・薬剤部長 菅原 満 

研究内容・実績 
 2023年度実績  論文・著書 37件 / 学会・講演会等発表 42件 

主な論文 

・Correlation between antibiotic use and antibiotic resistance: A multicenter study using the Japan Surveillance for 
Infection Prevention and Healthcare Epidemiology (J-SIPHE) system in Hokkaido, Japan. Am J Infect Control 2023 
Feb;51(2):163-171  

・Prediction and Implications of Edoxaban-Associated Bleeding in Patients after Critical Illness. J Clin Med 2023 
Jan 21;12(3):860  

・Efficacy of antacids for cisplatin-induced gastrointestinal symptoms in the treatment of lung cancer. Int J Clin 
Pharmacol Ther 2023 Jun;61(6):246-254.  

・Temporary Severe Neutropenia during Administration of Atezolizumab: A Novel Case Report. Case Reports in 
Oncology 2023 May 24;16(1):372-377.  

・コロナウイルス 感染症流行時の病院実習における栄養サポートチーム（NST）実習を遠隔配 信で行った場合の
教育効果 . 薬学教育雑誌 2023 年７巻  



業務 

調剤室 

 的確に間違いなく調剤が行
えるよう散薬監査システムや
ハンディ端末を用いた調剤過
誤防止システムを導入してい
ます。 

 調剤時に各種検査値を記したアシストシートを活用
することで、今後必要となる検査値から判断する処方
監査が可能になっています。過去の疑義照会の内容や
特記事項なども確認できるため効率的に質の高い処方
監査が行えます。 

   処方箋枚数 入院約500枚/日 外来約60枚/日 

製剤室 

 院内製剤の調製や抗がん剤の無菌調製を行ってい
ます。安全性を考慮し、調製手順のチェック体制
や記録の保管について確立しているほか、独自に
院内製剤の使用期限についても調べています。             

           院内製剤調製 約45件/月 

 

外来治療センター 

 がん専門薬剤師2名を専従で配置しており、継続的な薬
学的ケアを念頭に医師の診察前後に患者面談を行ってい
ます。薬に関することだけではなく、体や心のケアも医
師・看護師と協働して行っています。 

      患者面談件数 約36人/日  処方提案 約5件/日 

注射調剤室 

 主に入院中の患者さんや外来治
療センターを利用して治療を受
けられる患者さんの注射薬の調
剤を行っています。 2台の注射
薬自動払出装置を導入していま
す。  

   処方箋枚数  約500枚/日 

 
TDM 

 抗MRSA薬（バンコマイシン、アルベカシン、テイコプラ
ニン）、やアミノグリコシド系抗生物質、抗真菌薬ボリコ
ナゾール、免疫抑制薬ミコフェノール酸モフェチル等の薬
剤の血中濃度測定および解析業務を行っています。                 

                解析件数 約5件/日 

病棟業務 

 すべての病棟に専任の
薬剤師を配置し、各病棟
において薬物療法が適正
に行われるよう支援して
います。  

 薬剤管理指導件数  

     約80件/日 

チーム医療 

 ICT、AST、NST、PCTを始めHIV、糖尿病教室、肝臓
病教室など様々な分野でチーム医療に参加しています。 

妊娠と薬外来 

 妊娠と薬情報センターの拠点病院として、国立成育医
療研究センターと連携をとり、科学的に検証された最新
の医薬品情報を相談外来にて提供しています。 

手術部 

 サテライトファーマシー
を開設し、医療用麻薬の払
い 出 し、麻 酔 薬 の 処 方 監
査、無菌混合調製等を行っ
ています。 

治験 

 国内トップ5に入る治験件数を実施しています。
ヒアリング、スタートアップから参加し、臨床研
究開発センター等院内各スタッフ・治験依頼者と
協働して治験薬を管理しています。 

継続契約件数 約200件 
 
PET 

 核医学検査室内に
用いられるPET用診
断薬剤の製造・品質
管理に従事していま
す。  

モノから人へ 

 全自動注射薬払い出し装置、全自動錠剤分包機などの機器や技術補助員のサポートにより、薬の取り揃え
や事務作業の負担が大幅に削減されました。処方監査やチーム医療への参加など薬剤師でなくてはできない
ことに注力できるため、機械やAIにとって代わられない薬剤師を目指すことができます。 

病院薬剤師職能の拡大 

 薬学部の増加で薬剤師数は増えてきましたが、薬剤師全体としては現在の業務内容のままでは近いう
ちに薬剤師が過剰になると試算されています。病院薬剤師の職能は拡大し続け、医師からのタスクシフ
トの潮流を受け病院薬剤師はまだまだ不足しています。 

20年、30年後も活躍できる薬剤師を目指してみませんか？ 

病院薬剤師の今後 



身 分  ：北海道大学①正規職員（任期付き）もしくは②契約職員（フルタイム） 

      ＊正規職員（任期付き）は採用後、勤務実績に応じて任期の定めのない職員へ切り替わります。  

試 用 期 間 ：①正規職員（任期付き）…3箇月 ②契約職員･･･1箇月 

諸 手 当  ：通勤、住居、扶養、超過勤務、期末勤勉、寒冷地、退職手当等 

勤務時間  ：4週8休 

 

健康保険等：①健康保険（文部科学省共済組合）、厚生年金、雇用保険、労災保険に加入 

       ②健康保険（協会けんぽ）、厚生年金、雇用保険、労災保険に加入 

＊新卒（6年制卒）の場合の初任給：210,500円＋諸手当（平成31年4月実績、正規職員（任期付きの場合））  

北海道大学病院薬剤部 
〒060-8648 北海道札幌市北区北14条西5丁目  

問い合わせ先 副薬剤部長 山﨑浩二郎 

TEL：011-706-5681 E-mail ： kusuri@med.hokudai.ac.jp  
https://www.huhp.hokudai.ac.jp/  

 

待遇 

https://www.huhp.hokudai.ac.jp/

